
トピックス＆ニュース

　
８
月
24
日
、
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
文
化
ホ
ー
ル

で
京
都
大
学
交
響
楽
団
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
０
０

席
が
観
客
で
満
席
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
で
は
、
１
１
４
名
の
演
奏

者
が
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
か
ら
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
ま
で
幅
広
い
演
目
を
フ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
奏
で
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
２

名
の
小
学
生
が
壇
上
に
あ
が
り
実
際

に
タ
ク
ト
を
振
る
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
指
揮
を
体
験
し
「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
迫
力
あ
る
演
奏
に
会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
大
き
な

拍
手
が
会
場
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

迫
力
あ
る
演
奏
で
満
席
の
会
場
を
魅
了

�

～
京
都
大
学
交
響
楽
団
演
奏
会
～

　

神
石
高
原
町
消
防
大
会
が
８
月
28
日
、
ス
コ
ラ
高

原
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
９

分
団
対
抗
に
よ
る
「
規
律
訓
練
競
技
」
が
行
わ
れ
、

消
防
団
員
の
基
礎
で
あ
る
「
規
律
」
を
競
い
ま
し
た
。

　
指
揮
者
は
的
確
な
号
令
に
よ
り
隊
を
操
作
し
、
隊

員
は
一
糸
乱
れ
ぬ
規
律
と
動
作
で
見
事
な
規
律
訓
練

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
10
日
に
行
わ
れ
る｢

広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会｣

に
出
場
す
る
、
油
木
方
面
隊
の
ポ
ン
プ

車
操
法
の
披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
多
数
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
団
員
達
は
連
日
連

夜
に
亘
る
訓
練
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
す
ば
ら

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
小
野
自
治
振
興
会
（
会
長
赤
木

照
章
）
で
は
宝
く
じ
の
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
念
願

の
音
響
設
備
等
を
導
入
さ
れ
ま
し

た
。８
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た「
小

野
ふ
る
さ
と
交
流
の
夕
べ
」
で
披

露
さ
れ
、
演
歌
少
女
「
田
原
あ
や

ね
」
や
素
人
大
道
芸
人
の
出
演
に
会
場
は
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
事
業
の
普
及
宣
伝
を
目
的

と
し
て
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
域
の
団

体
へ
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
で
音
響
・
視
聴
覚
・

照
明
設
備
を
導
入

　
第
83
回
神
石
郡
畜
産
共
進
会
が
９
月
２
日
、
天

神
原
旧
油
木
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
町
内
よ
り

選
抜
さ
れ
た
肉
用
牛
44
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

肉
用
種
種
牛
　
子
牛
の
部
　
優
秀
賞

　
首
席
　
名
号
　
ほ
う
え
い
10

　
出
品
者
　
田
邊
　
清
春
（
相
渡
）

肉
用
種
種
牛
　
成
牛
の
部
　
優
秀
賞

　
首
席
　
名
号
　
い
け
ひ
ら
し
げ
15

　
出
品
者
　
滝
口
　
居
志
（
相
渡
）

　
ま
た
、
審
査
結
果
に
伴
い
、
10
月
25
日
に
三
次
市
で
開
催
さ
れ
る
第
87
回
広
島
県
畜

産
共
進
会
に
、肉
用
種
牛
子
牛
の
部
か
ら
、田
邊
清
春
さ
ん（
相
渡
）、前
原
由
臣
さ
ん（
西

油
木
）、
髙
延　
実
さ
ん
（
東
油
木
）、
藤
岡
薫
さ
ん
（
有
木
）、
成
牛
の
部
か
ら
、
滝
口

居
志
さ
ん
（
相
渡
）、（
農
）
フ
ァ
ー
ム
米
見
（
上
豊
松
）、大
迫
義
則
さ
ん
（
な
が
の
村
）、

赤
木

史
さ
ん
（
有
木
）
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
83
回
神
石
郡
畜
産
共
進
会　

盛
大
に
開
催

神
石
高
原
町
消
防
大
会
開
催
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審査結果

肉
用
種
種
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子
牛
の
部　
優
秀
賞
肉
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種
種
牛

　
成
牛
の
部　
優
秀
賞

　
「
家
族
の
中
に
も
、
近
所

に
も
小
さ
い
子
が
い
な
く
て
、

こ
れ
ま
で
触
れ
合
う
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」

　
「
子
育
て
の
大
切
な
こ
と
を

た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の

子
育
て
に
活
か
し
た
い
で
す
。」

　
「
妊
婦
体
験
や
妊
婦
さ
ん

の
お
話
を
通
じ
て
、
妊
娠
す

る
こ
と
は
と
っ
て
も
し
ん
ど

く
て
大
変
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。」

　
「
親
の
苦
労
が
と
て
も
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
お
母
さ

ん
が
、『
全
部
が
楽
し
い
』

と
言
わ
れ
て
い
た
の
を
聞
い

て
、
子
育
て
は
い
い
も
の
だ

な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。」

　
「
中
学
生
の
子
ど
も
達

と
触
れ
合
う
こ
と
が
な
い

の
で
、
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。
今
回
だ
け
で
は
な
く

て
、
ま
た
こ
ん
な
機
会
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。」

　
「
世
代
を
超
え
て
の
交

流
、
最
近
は
子
ど
も
が
少

な
く
、
そ
ん
な
機
会
が
な

い
の
で
、
中
高
生
の
時
期

に
乳
幼
児
に
ふ
れ
あ
う
場

に
参
加
し
て
ほ
し
い
で

す
。」

沐浴って難しいな

乳
幼
児
と
ふ
れ
あ
い
　
命
の
大
切
さ
学
ぶ

�

～
三
和
中
学
校
三
年
生
　
妊
婦
と
乳
幼
児
と
の
交
流
事
業
～

こ
と
の
尊
さ
や
大
変
さ
、
性
に
関
す
る

正
し
い
知
識
等
に
つ
い
て
お
話
し
し
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
妊
婦
体
験
、
乳
児
の
沐
浴
、

お
む
つ
交
換
、
授
乳
や
抱
っ
こ
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
18
日
（
木
）
に
は
、
く
る
み
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
親
子
ビ
ク
ス
に
参
加

し
、
実
際
に
乳
幼
児
と
妊
産
婦
と
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域

の
お
母
さ
ん
達
に
ご
協
力
頂
き
、
子
育

て
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
子
ど
も

達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
交
流
事
業
を
通
じ
て
、
生
徒
の
皆
さ

ん
は
、
命
の
大
切
さ
や
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
す
ば
ら

し
さ
を
充
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

三
和
中
学
校
３
年
生
の
生
徒
29
名

が
、
妊
婦
・
乳
幼
児
と
の
交
流
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、「
命
の
大
切
さ
や
性
に
つ

い
て
考
え
る
。」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

７
月
11
日
（
月
）、

神
辺
町
在
住
で
助

産
師
の
西
田
啓
子

先
生
か
ら
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
る

西田先生のお話

泣く幼児をあやしました

ままごと遊び

生
徒
の
み
な
さ
ん
の
感
想

お
ひ
さ
ま
広
場
に
参
加
さ
れ
た

地
域
の
お
母
さ
ん
達
の
感
想

　おばあちゃんの味袋として，なつかしい超簡単おやつの作り方を紹介します。今回は，はったい粉を使っ
たおやつです。はったい粉には，食物繊維や鉄分が豊富に含まれています。
　ご家庭でぜひ，作ってみてください。

作り方
　１　�耐熱容器（茶碗や湯のみ可）へ「はったい粉」（大さじ３杯：15ｇ）

を入れる
　２　「砂糖」（大さじ１／２杯：５ｇ）を加える
　３　�「お湯」（大さじ１杯強：20cc）を注ぎ，箸やスプーンで練る�

と出来上がり

材　料
　１　はったい粉（大麦の粉）
　　　【赤茶色】…市販用
　　　�（道の駅やまるごと市場でも

販売しています）
　２　砂糖
　３　お湯

 はったい粉のおやつ　茶碗１/２杯分　78kcal

おばあちゃんの味袋　～昔なつかしいおやつレシピ～食育ミニ知識

【ポイント】　好みに合わせて「砂糖やお湯」を加えましょう。粘りがないときは，「はったい粉」を少々加えましょう。
神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

毎月19日は
食 育 の 日
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